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原
典
研
究

一
．
は
じ
め
に

イ
ラ
ン
﹁
家
族
保
護
法
（
二
〇
一
三
年
四
月
九
日
成
立
）﹂
は
、
一
九
六
七
年
に
成
立

し
一
九
七
五
年
に
改
訂
さ
れ
た
既
存
法
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
る
形
で
成
立
し
た
。
家
族

保
護
法
案
は
、
二
〇
〇
七
年
に
司
法
権
提
案
及
び
閣
議
決
定
を
経
て
、
同
年
七
月
に
国
会

（m
ajles

）
に
初
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
国
会
審
議
と
国
会
司
法
委
員
会
へ
の
差
し

戻
し
を
幾
度
か
繰
り
返
し
た
末
に
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
国
会
が
可
決
し
、
監
督
者
評
議

会
（shourā-ye negahbān

）（
1
）
に
上
程
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
監
督
者
評
議
会
に
よ
る
三

回
の
差
し
戻
し
を
経
て
、
二
〇
一
三
年
二
月
一
九
日
に
国
会
が
家
族
法
修
正
案
を
再
可
決

す
る
と
、
監
督
者
評
議
会
が
同
二
七
日
に
承
認
し
、
同
法
が
正
式
に
成
立
し
た
。

筆
者
た
ち
は
『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
巻
に
二
〇
一
二
年
一
月

二
三
日
司
法
権
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
公
表
の
家
族
保
護
法
案
の
邦
訳
を
掲
載
し
た（

2
）
。
こ
の

際
の
覚
書
で
は
、
家
族
保
護
法
に
関
す
る
革
命
後
の
イ
ラ
ン
の
社
会
的
背
景
及
び
法
案
審

議
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
試
み
た（

3
）
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、﹁
国
会
図

書
館
・
博
物
館
・
文
書
セ
ン
タ
ー
﹂
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

4
）

や
大
統
領
府
法
律
・
国
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

5
）

等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
国
会
議
事
録
、
及
び
監
督
者
評
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（
6
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
監
督
者
評
議
会
の
差
し
戻
し
・
承
認
内
容
に
関
す
る
公
文
書

簡
等
の
一
次
資
料
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
上
述
の
資
料
に
加
え
、
同
法
案
に
関
す
る
イ
ラ

ン
国
内
の
報
道
・
論
評
も
適
宜
参
照
し
、
二
〇
〇
七
年
七
月
か
ら
二
〇
一
三
年
二
月
の
成

立
ま
で
の
五
年
半
ほ
ど
の
間
に
法
案
条
文
が
修
正
・
削
除
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
に
関
し
重

要
な
論
点
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

二
．
国
会
審
議
に
お
け
る
議
論

以
下
で
は
、
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
か
ら
成
立
す
る
ま
で
の
五
年
半
あ
ま
り
の
国

会
審
議
過
程
を
三
期
に
区
切
り
、
各
々
の
審
議
期
間
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
条
文
を
検
討

す
る
。

二
︱
一
．
第
一
期
︵
二
〇
〇
七
年
七
月
～
二
〇
〇
八
年
九
月
︶

第
一
の
審
議
期
間
は
、
国
会
本
会
議
で
同
法
案
の
審
議
開
始
要
求
が
宣
言
さ
れ
た

二
〇
〇
七
年
七
月
三
一
日
の
第
七
期
国
会
第
三
四
四
回
審
議
か
ら
、
国
会
本
会
議
が
国
会

司
法
委
員
会
に
法
案
を
差
し
戻
す
二
〇
〇
八
年
九
月
九
日
の
第
八
期
第
二
四
回
審
議
ま
で

で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
七
月
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
う
ち
、
特
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、

第
二
三
条
の
二
人
目
の
妻
を
娶
る
婚
姻
要
件
と
、
第
二
五
条
の
高
額
の
婚
資
に
対
す
る
課

税
に
つ
い
て
の
二
点
で
あ
っ
た
。
革
命
前
の
家
族
保
護
法
で
は
、
二
人
目
の
妻
を
娶
る
場

合
、
最
初
の
妻
の
許
可
を
必
要
と
し
た
が
、
第
二
三
条
は
、
財
政
的
な
能
力
の
証
明
の
み

で
二
人
目
の
妻
を
娶
る
こ
と
を
認
め
た
。
ま
た
、
第
二
五
条
は
、﹁
通
例
以
上
に
高
額
で

非
常
識
な
﹂
婚
資
へ
の
課
税
を
規
定
し
た
。
婚
資
は
離
婚
後
の
女
性
の
生
活
を
保
障
す
る

も
の
で
あ
り
、
課
税
を
理
由
に
婚
資
が
減
額
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
定

は
女
性
た
ち
の
反
発
を
招
い
た
。

二
〇
〇
八
年
八
月
末
ま
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
報
道
機
関
等
が
大
き
く
取
り
上

イ
ラ
ン
家
族
保
護
法
（
二
〇
一
三
年
四
月
九
日
成
立
）

に
関
す
る
覚
書

佐
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げ
、
抗
議
運
動
も
発
生
し
た（

7
）。
こ
う
し
た
社
会
の
反
発
を
受
け
、
国
会
司
法
委
員
会

は
、
第
二
三
条
及
び
第
二
五
条
の
削
除
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
賛
成
派
及
び
反
対
派
の

複
数
議
員
が
第
八
期
第
二
四
回
審
議
に
お
い
て
意
見
を
表
明
し
合
っ
た
末
、
第
二
三
条
及

び
第
二
五
条
を
削
除
し
た
法
案
総
論
が
可
決
さ
れ
た
。

二
︱
二
．
第
二
期
︵
二
〇
一
〇
年
八
月
～
二
〇
一
〇
年
九
月
︶

第
二
の
審
議
期
間
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
一
五
日
の
第
八
期
国
会
第
二
二
三
回
審
議
か

ら
二
〇
一
〇
年
九
月
五
日
の
第
八
期
国
会
第
二
三
一
回
審
議
ま
で
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

九
月
の
差
し
戻
し
を
受
け
た
国
会
司
法
委
員
会
が
、
司
法
権
及
び
司
法
省
等
の
関
係
機
関

と
長
ら
く
協
議
し
た
末
に
、
大
幅
に
修
正
し
た
法
案
を
国
会
本
会
議
に
再
提
出
し
た
こ
と

に
よ
り
、
第
八
期
国
会
第
二
二
三
回
審
議
が
再
開
さ
れ
た
。
同
審
議
は
条
文
ご
と
に
な
さ

れ
、
国
会
司
法
委
員
会
へ
と
差
し
戻
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
九
月
五
日
の
第
八
期
国
会
第

二
三
一
回
審
議
ま
で
継
続
し
た
。

と
り
わ
け
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
二
日
の
第
二
二
六
回
審
議
か
ら
第
二
三
一
回
審
議
ま

で
は
、
六
日
間
に
わ
た
り
全
五
九
条
が
詳
細
に
審
議
さ
れ
た
。
差
し
戻
し
を
受
け
た

二
〇
〇
八
年
九
月
か
ら
修
正
さ
れ
た
法
案
が
再
提
出
さ
れ
る
ま
で
約
二
年
も
の
年
月
を
経

た
理
由
は
、
二
〇
〇
九
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
不
正
疑
惑
に
端
を
発
す
る
、
大
規
模

な
抗
議
運
動
い
わ
ゆ
る
﹁
緑
の
運
動
（jonbesh-e sabz

）﹂
の
勃
発
、
及
び
そ
れ
に
対
す

る
体
制
側
の
弾
圧
に
あ
る
。
こ
の
運
動
で
改
革
派
活
動
家
の
多
く
が
逮
捕
・
拘
束
さ
れ
た

が
、
こ
の
中
に
は
家
族
保
護
法
を
め
ぐ
る
論
争
に
参
加
し
て
い
た
女
性
活
動
家
も
含
ま
れ

て
い
た
。
ま
た
、
家
族
保
護
法
案
に
取
り
組
ん
で
い
た
女
性
雑
誌
『
ザ
ナ
ー
ン
（
女
性
た

ち
）』
紙
も
、
二
〇
〇
九
年
に
発
行
停
止
の
処
分
を
受
け
て
い
る
。
家
族
保
護
法
案
の
審

議
は
、
こ
の
﹁
緑
の
運
動
﹂
の
収
束
を
待
っ
て
再
開
し
た
と
言
え
る
。

二
︱
三
．
第
三
期
︵
二
〇
一
一
年
八
月
～
二
〇
一
二
年
三
月
︶

第
三
の
審
議
期
間
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
三
日
の
第
八
期
国
会
第
三
五
一
回
審
議
か

ら
、
二
〇
一
二
年
三
月
六
日
の
第
八
期
国
会
第
四
〇
三
回
審
議
ま
で
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
国
会
の
法
案
可
決
直
前
の
審
議
と
な
っ
た
二
〇
一
二
年
三
月
五
日
の
第
八
期
国
会
第

四
〇
二
回
審
議
及
び
翌
日
の
第
四
〇
三
回
審
議
で
は
、
以
下
の
四
点
を
め
ぐ
り
、
賛
成
派

及
び
反
対
派
の
議
員
複
数
が
意
見
を
表
明
し
合
っ
た
。

（
一
） 

法
案
第
二
二
条
（
家
族
保
護
法
成
立
時
の
第
二
一
条
）
の
第
一
項
～
第
三
項
に

あ
る
一
時
婚
登
録
要
件
の
削
除

（
二
） 

二
〇
〇
七
年
七
月
当
初
の
法
案
に
記
載
さ
れ
削
除
さ
れ
た
二
人
目
の
妻
を
娶
る

場
合
の
婚
姻
要
件
条
項
を
修
正
の
上
で
の
復
活

（
三
）
夫
が
妻
の
就
労
を
阻
止
で
き
る
権
利
を
認
め
る
条
項
の
追
加

（
四
） 

法
案
第
二
四
条
（
家
族
保
護
法
成
立
時
の
第
二
二
条
）
の
婚
資
を
金
貨
で
評
価

す
る
と
の
修
正（

8
）

上
記
の
四
点
は
い
ず
れ
も
女
性
活
動
家
側
か
ら
な
さ
れ
た
要
求
で
あ
る
が
、
第
一
の
要

求
及
び
第
二
の
要
求
は
、
採
決
に
て
否
決
さ
れ
た
。
一
時
婚
に
お
け
る
登
録
義
務
の
要
件

が
規
定
さ
れ
、
裁
判
所
が
認
め
れ
ば
一
人
目
の
妻
の
認
否
に
か
か
わ
ら
ず
二
人
目
の
妻
を

娶
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
要
件
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
三
の
妻
の
就
労
に
対
す
る
夫

の
阻
止
権
は
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
第
四
の
婚
資
の
金
貨
評
価
に
つ
い
て
は
、

金
貨
一
一
〇
枚
ま
で
の
婚
資
を
支
払
え
な
い
場
合
に
刑
罰
の
対
象
と
成
り
得
る
が
、
そ
れ

以
上
の
場
合
は
﹁
過
剰
な
婚
資
﹂
と
み
な
さ
れ
、
支
払
え
な
い
場
合
で
も
刑
罰
の
対
象
で

は
な
く
な
っ
た
。

三
．
監
督
者
評
議
会
の
不
承
認
と
国
会
の
対
応

今
回
の
家
族
保
護
法
案
の
審
議
過
程
で
は
、
国
会
で
可
決
さ
れ
た
一
部
条
文
が
監
督
者

評
議
会
に
て
不
承
認
と
な
り
、
国
会
へ
の
差
し
戻
し
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

も
特
に
、
こ
こ
で
は
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
条
文
を
検
討
し
た
い
。
一
つ
は
、
家
族
保
護

法
成
立
ま
で
、
国
会
と
監
督
者
評
議
会
と
の
間
で
最
後
ま
で
意
見
が
対
立
し
た
第
三
〇

条
、
も
う
一
つ
は
既
に
訳
出
し
た
﹁
家
族
保
護
法
案
（
二
〇
一
二
年
一
月
二
三
日
司
法
権

公
表
）﹂
で
第
四
一
条
に
相
当
し
、
最
終
的
に
国
会
が
削
除
し
た
妻
子
の
扶
養
料
に
関
す

る
条
文
で
あ
る
。

第
三
〇
条
が
含
ま
れ
る
第
四
章
の
﹁
離
婚
﹂
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
以
降
、
各
条
文
の

修
正
を
繰
り
返
し
て
き
た
章
で
あ
る
。﹁
家
族
保
護
法
案
（
二
〇
一
二
年
一
月
二
三
日
司
法

権
公
表
）﹂
の
第
三
一
条
は
、
家
族
保
護
法
成
立
時
の
第
三
〇
条
﹁
妻
が
裁
判
所
に
お
い

て
夫
の
命
令
も
し
く
は
夫
の
許
可
に
よ
っ
て
、
夫
が
負
う
べ
き
共
同
生
活
の
諸
経
費
を
自

分
の
財
産
か
ら
支
払
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
、
及
び
そ
れ
が
妻
か
ら
の
贈
与
の

意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
夫
が
証
明
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
妻
は
そ
れ
に
相
当

す
る
も
の
を
夫
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
に
相
当
す
る
。
国
会
は
、
二
〇
一
二

年
三
月
六
日
に
﹁
妻
は
、
共
同
生
活
の
費
用
を
自
ら
の
財
産
か
ら
支
弁
し
、
そ
の
代
償
を

受
け
取
ら
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
妻
の
求
め
に
応
じ
、
公
的
な
司
法
専
門
家
の
意
見

を
聴
取
し
た
後
、
そ
の
費
用
を
確
定
し
、（
夫
に
）
支
払
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
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だ
し
、
夫
が
上
述
の
支
弁
が
贈
与
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。
夫
妻
が
同
意
し
て
の
離
婚
に
は
、
本
条
項
は
適
用
さ
れ
な
い
﹂
と
、
そ
れ
ま
で

の
文
案
を
大
幅
に
修
正
す
る
条
文
を
可
決
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
監
督
者
評
議
会
は
、
同
年

四
月
二
三
日
、
こ
の
第
三
〇
条
を
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
反
す
る
﹂
と
し
て
差
し
戻
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
国
会
は
同
年
五
月
九
日
に
同
条
文
を
、﹁
妻
は
常
に
、
夫
が
負
う
べ
き

共
同
生
活
に
お
け
る
通
常
の
諸
経
費
を
自
ら
の
財
産
か
ら
支
払
い
、（
以
降
同
上
）﹂
と
修

正
し
た
。
監
督
者
評
議
会
は
、
同
年
六
月
六
日
に
﹁
夫
へ
の
贈
与
が
目
的
だ
っ
た
と
す
る

証
拠
は
、
夫
の
命
令
も
し
く
は
夫
の
許
可
に
よ
る
支
弁
で
あ
る
場
合
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に

反
す
る
﹂
と
し
て
、
国
会
案
を
承
認
せ
ず
差
し
戻
し
た
。
国
会
は
、
同
年
一
二
月
一
八
日

の
審
議
に
お
い
て
条
文
を
、﹁
妻
が
裁
判
所
に
お
い
て
夫
の
命
令
も
し
く
は
夫
の
許
可
に

よ
っ
て
、
夫
が
負
う
べ
き
共
同
生
活
の
諸
経
費
を
自
分
の
財
産
か
ら
支
払
っ
て
い
た
こ
と

を
証
明
し
た
場
合
、
妻
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
夫
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
修
正
し
た
。

監
督
者
評
議
会
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
に
﹁
修
正
は
さ
れ
た
が
、
当
評
議
会
の
意

見
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
﹂
と
し
て
、
国
会
案
を
承
認
せ
ず
差
し
戻
し
た
。
国
会
は
、

二
〇
一
三
年
二
月
一
九
日
の
最
終
審
議
に
お
い
て
条
文
を
、﹁
妻
か
ら
の
贈
与
の
意
思
を

証
明
で
き
な
か
っ
た
場
合
﹂
と
の
生
活
経
費
受
け
取
り
条
件
を
追
加
し
、﹁
妻
が
裁
判
所

に
お
い
て
夫
の
命
令
も
し
く
は
夫
の
許
可
に
よ
っ
て
、
夫
が
負
う
べ
き
共
同
生
活
の
諸
経

費
を
自
分
の
財
産
か
ら
支
払
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
、
及
び
そ
れ
が
妻
か
ら
の

贈
与
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
妻
は
そ
れ
に
相

当
す
る
も
の
を
夫
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
修
正
し
た
。
監
督
者
評
議
会
は
、

二
〇
一
三
年
二
月
二
七
日
に
法
案
全
文
を
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
法
及
び
憲
法
の
諸
基
準
に
矛
盾

し
て
い
な
い
﹂
と
承
認
し
て
同
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
第
三
〇
条
を
認
め
る
に

至
っ
た
。

次
に
、﹁
家
族
保
護
法
案
（
二
〇
一
二
年
一
月
二
三
日
司
法
権
公
表
）﹂
の
第
四
一
条
で

あ
る
が
、﹁
妻
の
扶
養
料
、
子
の
扶
養
料
及
び
養
育
費
の
支
払
は
、
他
の
全
て
の
負
債
の

支
払
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
﹂
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
同
年
三
月
六
日
の
国
会

可
決
修
正
法
案
に
て
第
四
九
条
と
な
り
、﹁
今
後
一
年
以
内
の
妻
の
扶
養
料
、
子
の
扶
養

料
及
び
養
育
費
の
支
払
は
、
他
の
全
て
の
負
債
の
支
払
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
。
過
去
の
妻

の
扶
養
料
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
一
二
〇
六
条
に
よ
る
﹂
と
修
正
さ
れ
た
。
監
督
者
評
議

会
は
、
同
年
四
月
二
三
日
、﹁
第
四
九
条
の
期
間
設
定
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

ね
ば
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
抵
触
（eshkār-e shar‘ī

）
す
る
﹂
と
し
て
、
国
会
案
を

承
認
せ
ず
差
し
戻
し
た
。
国
会
は
同
年
五
月
九
日
に
同
条
文
を
、﹁
妻
の
名
誉
及
び
特
性

に
応
じ
裁
判
所
の
判
断
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
妻
の
扶
養
料
、
子
の
養
育
費
の
支
払
は
、

他
の
全
て
の
負
債
の
支
払
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
。
過
去
の
妻
の
扶
養
料
に
つ
い
て
は
、
民

法
第
一
二
〇
六
条
に
よ
る
﹂
と
修
正
し
た
。
監
督
者
評
議
会
は
、
同
年
六
月
六
日
、
第

四
九
条
に
関
し
、﹁
当
該
条
件
に
鑑
み
る
と
期
間
の
設
定
は
、
特
段
の
事
情
が
な
け
れ
ば

裁
判
官
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
民
法
第
一
二
〇
六
条
の
当
該
規
定
は
イ

ス
ラ
ー
ム
法
の
規
準
に
反
す
る
（khelāf-e m

āvāzīn-e shar‘ī

）﹂
と
し
て
、
国
会
案
を
承

認
せ
ず
差
し
戻
し
た
。
こ
れ
を
受
け
国
会
は
、
同
年
一
二
月
一
八
日
の
審
議
に
お
い
て
同

条
文
の
削
除
を
決
定
し
、
監
督
者
評
議
会
は
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
の
国
会
宛
書
簡
に
お

い
て
同
条
文
に
言
及
し
な
い
こ
と
で
、
条
文
削
除
が
決
定
し
た
。

お
わ
り
に

以
上
の
と
お
り
、
二
〇
〇
七
年
七
月
に
初
め
て
国
会
に
提
出
さ
れ
て
か
ら
、
実
に
五
年

半
も
の
時
間
を
か
け
て
、
新
し
い
家
族
保
護
法
が
成
立
し
た
。
本
法
の
審
議
過
程
全
体
を

俯
瞰
す
る
と
、
興
味
深
い
現
象
が
三
点
確
認
で
き
る
。

第
一
に
、
国
会
の
外
に
い
た
草
の
根
の
女
性
活
動
家
の
抗
議
運
動
、
さ
ら
に
は
﹁
緑
の

運
動
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
国
民
規
模
の
抗
議
運
動
が
、
法
案
審
議
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
た
点
で
あ
る
。
前
者
は
、
二
人
目
の
妻
及
び
婚
資
減
額
の
可
能
性
と
い
う
既
婚
女
性
に

と
っ
て
人
間
の
尊
厳
を
か
け
た
問
題
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
女
性
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
法
案
内
容
を
社
会
の
力
で
変
更
し
た
事
実
を
示
す
。
ま
た
後
者
は
、
国
民
規
模
の

反
体
制
運
動
が
、
法
案
の
審
議
停
滞
を
招
い
た
と
い
う
皮
肉
な
事
態
を
生
ん
だ
。

第
二
に
、
審
議
過
程
の
主
要
な
対
立
軸
と
し
て
、
複
数
の
保
守
派
女
性
議
員
が
女
性
の

権
利
拡
大
を
目
指
し
た
の
に
対
し
、
旧
来
の
保
守
派
及
び
一
二
イ
マ
ー
ム
派
の
宗
教
界
を

後
ろ
盾
と
す
る
同
じ
く
保
守
派
議
員
が
対
抗
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
強
硬
保
守
系

会
派
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
・
イ
ラ
ン
開
発
者
た
ち
の
連
合
（
通
称
ア
ー
バ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
ー
ン
）﹂

に
所
属
す
る
フ
ァ
ー
テ
メ
・
ラ
フ
バ
ル
及
び
フ
ァ
ー
テ
メ
・
ア
ー
リ
ヤ
ー
な
ど
、
旧
来
の

保
守
派
と
は
一
線
を
画
し
、
右
派
リ
ベ
ラ
ル
の
傾
向
を
有
す
る
﹁
新
保
守
﹂
勢
力
で
あ

る
。
こ
れ
ら
議
員
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
と
政
策
志
向
が
近
い
。
片
や

後
者
の
代
表
格
と
し
て
、
モ
ル
テ
ザ
ー
・
モ
タ
ッ
ハ
リ
ー
の
息
子
で
あ
る
ア
リ
ー
・
モ

タ
ッ
ハ
リ
ー
が
、
一
時
婚
や
複
婚
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
ら
女
性
議
員
ら
と
激
し
く
対
立
し

た
。
典
型
的
な
保
守
本
流
の
出
自
を
有
す
る
ア
リ
ー
・
モ
タ
ッ
ハ
リ
ー
は
、
時
に
ア
フ
マ

デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
や
こ
れ
ら
新
保
守
勢
力
と
厳
し
く
対
峙
し
て
い
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
保
守
派
と
い
っ
て
も
一
枚
岩
で
な
い
ば
か
り
か
、
内
部
の
対
立
軸
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が
複
線
的
に
変
化
し
、
イ
ラ
ン
内
政
が
改
革
派
抜
き
で
も
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
そ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
働
き
つ
つ
も
、
監
督
者
評
議
会
と
い
う
存
在

が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
名
の
下
で
政
策
秩
序
の
維
持
を
企
図
し
、
ひ
い
て
は
政
治
権
力
の

安
定
を
担
保
す
る
点
で
あ
る
。
今
回
の
家
族
保
護
法
案
の
審
議
過
程
で
は
、
国
会
で
は
重

大
な
人
権
事
項
が
問
題
視
さ
れ
た
傾
向
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
監
督
者
評
議
会
は
比
較
的

重
大
で
は
な
い
経
済
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
監
督
者
評

議
会
は
、
国
会
法
案
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
解
釈
権
限
を
武
器
に
、
民
選
機
関
で

あ
る
国
会
の
政
策
志
向
を
厳
し
く
封
じ
る
権
力
を
有
す
る
。
そ
の
典
型
例
は
、
一
九
九
六

年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
改
革
派
国
会
に
対
す
る
監
督
者
評
議
会
の
弾
圧
に
見
て
取
れ

る
。
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
体
制
の
立
法
の
現
実
を
分
析
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

か
か
る
政
治
社
会
の
動
態
性
、
及
び
統
治
権
力
の
強
権
性
を
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　
【
註
】

（
1
）
森
田
豊
子
﹁
現
代
イ
ラ
ン
の
『
家
族
保
護
法
案
』
に
つ
い
て
の
覚
書
﹂『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研

究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
）
二
〇
一
三
年
、
第
五
号
、

一
四
六
頁
、
註
五
を
参
照
。

（
2
）
貫
井
万
里
・
森
田
豊
子
（
訳
・
註
）、
佐
藤
秀
信
、
細
谷
幸
子
、
山
﨑
和
美
（
註
）、
爲
永
憲
司

（
凡
例
）﹁
イ
ラ
ン
家
族
保
護
法
案
（
二
〇
一
二
年
一
月
二
三
日
司
法
権
公
表
）﹂『
イ
ス
ラ
ー
ム

地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
）
二
〇
一
三
年
、
第
五

号
、
一
四
八
―
一
五
九
頁
。

（
3
）﹁
現
代
イ
ラ
ン
の
﹁
家
族
保
護
法
﹂
に
つ
い
て
の
覚
書
﹂
一
四
三
―
一
四
七
頁
を
参
照
。

（
4
）http://w

w
w

.ical.ir/, accessed 8 January 2016.

（
5
）http://w

w
w

.hvm
.ir/, accessed 8 January 2016.

（
6
）http://w

w
w

.shora-gc.ir/, accessed 8 January 2016.

（
7
）http://w

w
w

.el.tufs.ac.jp/prm
eis/htm

l/pe/N
ew

s20080913_192054.htm
, accessed 29 January 

2016.

（
8
）
こ
こ
で
金
貨
換
算
が
求
め
ら
れ
る
理
由
は
、
イ
ラ
ン
で
は
物
価
の
変
動
が
激
し
く
、
イ
ン
フ
レ

な
ど
に
よ
り
貨
幣
の
価
値
が
す
ぐ
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
物
価
に
よ
る
変
動
が
少
な
い
金

貨
換
算
に
す
る
こ
と
で
婚
資
の
価
値
が
下
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。


